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令和 �年度ݝޱࢁ医ࢣ会ܭۀࣄը

　3年にٴͿ $07*%�19 છ症法でײ、はگછ状ײ
のऔり扱いはྩ 5年 5݄ �日から �ྨ相当か
ら 5ྨ相当への移行がなされる予定であり、ϫ
クνンޮՌもあってقઅ性のインフルΤンβとほ
΅同のகࢮとなったが、Ҿき続き࣏療は必要
であると考えられ、ݝ医ࢣ会としても必要なίロ
φ対ࡦを、نをॖ小しながら対応していくこと
になると思われる。
　医ࢣの高齢化ʢฏۉ年齢 53�3 歳ɿྩ �年ʣ
が全ࠃ 1Ґとなっている原Ҽは、ए手医ࢣの不
によるもので、ए手医ࢣがݝ内でಇきやすくな
るڥ備にΊ、ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定
ணをҾき続きਐΊる。日本医ࢣ会が৫ڧ化目的
でଔޙ 5年までの医ࢣ会අ໔আの方としたこ
とをडけ、ݝ医ࢣ会ɾࢢ܊医ࢣ会も同༷の方を
とり、ઐ߈医ɾݚम医に医ࢣ会に入るϝϦットを
ૌえ、医ࢣ会৫のڧ化をਤっていく。
　ྩ 3年から࢝まったҬの医療をकるた
Ίの医ۀঝۀࣄܧをさらに前ਐさͤる。
　෯いྟচ能ྗを備える、かかりつけ医機能を
有する医ࢣを増やすたΊのۀࣄはܧ続する。
化し、医療ڧ支援をڀݚ口大学医学部などのࢁ　
のਐาにد༩する。
　がん教育、ېԎ教育、性教育など݈߁教育を教
育ҕһ会などとྗڠしてਐΊていく。
　ࢠ保݈対ࡦなどを通͡て少ࢠ化対ࡦにد༩
し、ϫクνンछなど予保݈ۀࣄをਪਐする。
　+."5やま͙ちのݚमと備のॆ実をਐΊる。
をࢣɾ।護ࢣの高い護ۀ内での就ݝ口ࢁ　
育成している医ࢣ会ཱ護学ߍの支援を行う。
　これらのۀࣄをࢢ܊医ࢣ会ɾ日本医ࢣ会と連携
してਪਐする。

��1��$07*%�19 に対する対応
���� ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定ண
��3� 医ܧۀঝのۀࣄ化
��4� かかりつけ医機能のਪਐ
��5� 支援ڀݚ化ɾڧ口大学との連携ࢁ
���� 少ࢠ化対ࡦへの医療的ݙߩ

���� のॆ実ۀࣄ教育ɾ予保݈߁݈
�����+."5 やま͙ちのॆ実
��9� 医ࢣ会ཱ護学ߍへの支援
10� 会の連携ࢣ会ɾ日本医ࢣ医ݝ口ࢁ会ɾࢣ医ࢢ܊

ᶗɹ࣮ۀࣄࢪ
ɹʕҬ医療ɾอ݈ɾࢱΛਪਐ͢Δۀࣄʕ
1ɹੜ֔ڭҭ

常ཧࣄ　　ന ᖒ ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ
౻ Ҫ ཧ 　　　　　　　　ࣄ

　ϓロフΣッシϣφルΦートϊϛーのཧ೦のも
と、医ࢣの自己ݚᮎが෯くޮՌ的に行われるよ
うに日本医ࢣ会生涯教育੍を活༻し、ݚम会
を։࠵する。
　生涯ݚमηϛφーを年 4ճ։࠵し、生涯教育
の୯Ґに加えて、ઐ医のೝ定ɾߋ৽に必要とな
るڞ通ߨ習の୯ҐをҾき続きऔ得し、ઐ医の
ΩϟϦアアッϓ、ΩϟϦアҡ持にݙߩしていく。
また、ۈ医をऔりרくڥはґવとしてݫしい
ものがあり、ۈ医部会のاըɾྗڠによる生涯
。する࠵मηϛφーを本年も։ݚ
会のҾきडけで։ࢣ医学会૯会は٢ೆ医ݝ口ࢁ　
。を予定している࠵
ࢣで、ক来、医ྗڠの࠲ߨ口大学医学教育学ࢁ　
を目ࢦしている中高生、ক来のࣄをࡧしてい
る中高生などを対象にした医ࢣの৬ۀ体験ۀࣄを
։࠵する。
　医ࢣの体験学習は実ԋ習をؚんͩ体験ࢀ加ܕ
のݚमであり、ࢀ加者にධである。ࢁ口大学医
学部ɾࢁ口大学医ࢣ会のࢀ加ɾྗڠを得てੵۃ的
にӡӦし、ใを活発にしてࢀ加者を増やしてい
きたい。
　少しずつߘจが増えてきたࢁ口ݝ医学会ࢽ
を例年通り発行する。
　会һの医学ɾ医療に関するڀݚを支援すること
により、医学ɾ医療の発లと医ࢣのݝ内定ணをଅ
ਐすることを目的として、ࢁ口ݝ医ࢣ会医学ڀݚ
ॿ成੍ۚをࠓ年より։࢝する。
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ʢ̍ʣ日本医ࢣ会生涯教育੍のさらなるਪਐ
ʢ̎ʣࢁ口ݝ医ࢣ会生涯ݚमηϛφーɾ日本医ࢣ
会生涯教育࠲ߨの։࠵

ʢ̏ʣࢁ口ݝ医学会૯会の։࠵
ʢ̐ʣ医ࢣの৬ۀ体験ۀࣄの։࠵
ʢ̑ʣ医ࢣの体験学習の։࠵
ʢ̒ʣ৽ઐ医੍のਪਐ
ʢ̓ʣۈ医に対する生涯教育の一のਪਐ
ʢ̔ʣࢁ口ݝ医学会ࢽの発行
ʢ̕ʣ֤۠医学会、ࢁ口大学医学会の活性化
ʢ10ʣࢁ口ݝ医ࢣ会医学ڀݚॿ成੍ۚۀࣄの実施

�ɹ医療ɾհޢอݥ
ҏ౻ઐཧࣄ　　౻ 原 ཧ ࣄ
 中 ཧ 　　ࣄ ଜ ཧ ࣄ

　ྩ 4年の診療ใुվ定は、全体でϚイ
φス 0�94� であったが、本体はϓラス 0�43� で
医科はϓラス 0���� となった。たͩし、ϓラス
0���� の内༁には護のॲ۰վળのたΊの特例
的な対応がϓラス 0��0�、ϦフΟルॲ方ͤんの�
ಋ入ɾ活༻ଅਐによるޮ化がϚイφス 0�10�、
不妊࣏療の保ݥ適༻のたΊの特例的な対応がϓラ
ス 0��0�、小児のײછࢭ対ࡦに係る加ࢉાஔ
ʢ医科分ʣのϚイφス 0�10� がؚまれている。
　診療ใु੍については、৽ܕίロφウイルス
なσδタル化がਤٸ、もありڹછ症֦大のӨײ
られたことにより、Φンライン診療のٱ߃的ಋ入
ຢはΦンラインࢿ格֬ೝのٛ化は、、日
常診療にかかわる੍変ߋであるたΊ、これらが
先々の医療%9に向けてどのように備がਐΊら
れるか、会һからのใऩूをؚΊे分意を
う必要がある。
　また、前ड़のϦフΟルॲ方の保ݥಋ入につい
ては、本ݝにおけるॲ方ͤんަׂ合が 0�03���
ʢྩ 4年内にௐࠪ実施ʣとのௐࠪ݁Ռもあるが、
中医ڠで実施されているʮϦフΟルॲ方ͤんの実
施状گௐࠪʯʢྩ 4年、ྩ 5年ʣの݁Ռ
にも目していきたい。
　۩体的には、以Լのٞڠ会の։ٴ࠵ͼ診療ใ
ुվ定に伴う説明会を։࠵する。また、中ࠃ四
会を年ٞڠに関するݥϒロックにおける医療保ࠃ
�ճのසで։࠵し、֤ݝとڞ同で意ݟをੵΈ্

げることٴͼ中医ڠにおいて適ਖ਼にٞされるよ
う、日本医ࢣ会の診療ใुݕ౼ҕһ会へੵۃ的に
意ݟを提出していく。
　行による保ࢦݥಋについては、ݸผࢦಋに
おけるཱ会をҾき続きॆ実さͤるにより、会һ
に不རӹが生͡ないようܧ続して対応する。

医療อݥ
ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
の্࣭ݥられている医療保ͤد会にࢣ医ࢢ܊֤　
的やかに問題ղٴ要に対して、可ݟͼ意ٴٙ
決できるようにΊる。また、৽点数のධՁやै
来点数の不合ཧについてもٞڠし、࣍期վ定に
өさͤるように日医へ要していきたい。保ݥ৹
ࠪ、保ࢦݥಋについての会һの意ݟ、要もবྌ
しٞڠしていく。

ʢ̎ʣ社保ɾࠃ保৹ࠪҕһ連བྷҕһ会、৹ࠪҕһ
合同ٞڠ会の։࠵
　社保とࠃ保の৹ֱࠪࠩੋਖ਼や診療ใुのٙٛղ
ऍを主な目的として։࠵している。いまͩ৹ࠪҕ
һ会ؒのֱࠩがあることが会һからもࢦఠされて
おり、必要に応͡てճを重Ͷていきたい。ٞڠ内
༰についてはやかに医ࢣ会ใにࡌܝし、会һへ
のपపఈをਤっていきたい。また、医ࢣ会ਪન
の৹ࠪҕһʢ社保ɾࠃ保ʣによるଧ合会をܧ続し、
会һから提出された৹্ࠪの問題点について、き
Ίࡉかな対応をਤっていく。

ʢ̏ʣ৽ن会һへのݚम会の実施
診療についݥ会һに対して、保ن会の৽ࢣ医ݝ　
てのཧղをਂΊるたΊに、ݚमࢦಋを行う。

ʢ̐ʣݸผࢦಋへの対応
者などかݥಋの対象は৹ࠪ支機関、保ࢦผݸ　
らのใと高点数によるものがあり、行のબ
定ҕһ会がબ定する。ݝ医としてはݸผࢦಋにཱ
ち会い、ࢦಋ内༰やࢦಋ߲ࣄが適切であるか֬ೝ
を行う。また保ݥҕһ会の中でࢦಋ医ともٞڠし、
ޮՌ的かつެฏ性のある保ࢦݥಋが実施されるよ
うٻΊていく。
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ʢ̑ʣ中ࠃ四ࠃ社会保ڀݚݥ会へのࢀ加
　会һからの保ݥ診療に関する意ݟ、要を日常
的にूし、重要な՝題についてはこのڀݚ会で
当ݝの要߲ࣄあるいは߲ࣄٞڠとして౼ٞし、
日医へ্ਃしていきたい。

ʢ̒ʣ行や関係ஂ体との連携
会では֤関係ஂ体ٞڠ医療関係ஂ体連བྷݝ口ࢁ　
との連携をਤるとともに、医ࢣ会の意ݟやཱを
主ுしていきたい。また、関係行とのٞڠでも
医ࢣ会の考え方がਖ਼しくわるようにӶ意Ίた
い。

ʢ̓ʣ診療ใुվ定説明会の։࠵ʢִ年։ۀࣄ࠵ʣ
内ݝ　 �۠で実施する。会һのΈならず医療
機関のٻ୲当৬һをؚΊて、վ定内༰をਝか
つ分りやすく説明し、合わͤて࣭ٙ内༰から当
֘վ定の問題点をચい出し、対応していく。

հޢอݥ
なるਐ化ɾߋ年はҬแׅケアシステムのࠓ　
ਪਐやհ護人ࡐの֬保を目ඪとするհ護保ݥ
੍վਖ਼が実施され、࣍年から施行の予定であ
る。੍վਖ਼のझࢫやհ護ใुの医療機関に係
わる点についてはく会һへのपをਤる予定で
ある。
　ίロφՒも 3年目となり、本年 5݄ �日より
ίロφײછ症をײછ症法্のྨܕをʮ�ྨ相当ʯ
から、قઅ性インフルΤンβと同͡ʮ5ྨʯへ移
行することになった。しかしながら、ウイルスの
特性が変わったわけではなく、ࠓ年も৽ܕίロ
φウイルスײછ症や大نࡂ害が発生した合
の、հ護保ݥར༻者に必要なサーϏスが安定的ɾ
や日本ࠃ、続的に提供される体੍備についてܧ
医ࢣ会からのใに視していきたい。
　ྩ 4年におけるࢁ口ݝ内の �5歳以্の
年人口のׂ合は 35�0� とさらに増加しており
高齢社会がਐలしている。医療とհ護のઢҾきは
ӹ々難しくなり、੍もさらにෳࡶ化しているこ
とから、ݝ内のհ護実態をѲするたΊに、ੵۃ
的にใऩूと分ੳにΊ、Ҭ特性を考ྀしつ
つॊೈに対応ࡦをݕ౼していく。ݝ内ではհ護療

ཆ病চからʮհ護医療院ʯへのసがਐΈつつあ
り、そのऩ༰人数も֦大しているが、ޙࠓ、特に
医療療ཆ病চからのసについては、֤自࣏体の
対応がফۃ的になる可能性もあり、状گのѲに
Ίใ提供、適ٓ対応していきたい。
　在医療ٴͼҬケア会ٞに関しては多৬छ連
携が必ਢであり、関連ஂ体との意思ૄ通をਤり連
携をڧ化していく。
　ೝ症対ࡦについては、ʮかかりつけ医ೝ症
対応ྗ向্ݚमʯຢはʮೝ症サϙート医ཆ成ݚ
मʯをम了した医ࢣを対象として、患者側がܰؾ
に相ஊできることを目的にʮものれɾೝ症相
ஊ医ʯʢΦϨンδドクターʣ੍が、ྩݩ年 �
݄よりݝのۀࣄとしてಋ入されたところである。
しかし、ݝຽへのपがਐんでいないこともあり、
そのޮՌが現れているとはいえないたΊ、ޙࠓ、
かかりつけ医とೝ症疾患医療ηンターとの連携
をڧ化することにより、ݝຽの期に応えられ
る੍となるよう本会もӡӦにੵۃ的に携わって
いく。
　հ護保ݥに関連するݚम会については、Լه
のとおり։࠵予定ͩが、৽ܕίロφウイルスのײ
છ状گを৻重にۃݟΊながら։࠵時期をݕ౼し、
必要に応͡て8FC ։࠵もऔり入れたい。

ʢ̍ʣࢢ܊Ҭแׅケア୲当ཧࣄɾհ護保ݥ୲当
ཧࣄ合同会ٞの։࠵ʢհ護ใुվ定説明会
ؚΉʣ

ʢ̎ʣかかりつけ医ೝ症対応ྗ向্ݚम会の։࠵
ʢ̏ʣೝ症サϙート医フォローアッϓݚमの։࠵
ʢ̐ʣ主࣏医意ݟॻࡌهのたΊの主࣏医ݚम会の
։࠵

ʢ̑ʣ病院での主࣏医意ݟॻࡌهのたΊのݚम会
の։࠵

ʢ̒ʣࢁ口ݝհ護保ݥ関係ஂ体フォーラムへのྗڠ
ʢ̓ʣҬแׅ診療加ࢉɾҬแׅ診療ྉに係る
かかりつけ医ݚम会の։࠵

ʢ̔ʣ在医療とհ護の連携ۀࣄ
ʢ̕ʣ日医かかりつけ医機能ݚम੍のਪਐ

࿑ࡂอݥ
　労ࡂ保ݥとは、労ಇࡂ害ิঈ保ݥのਖ਼໊ࣜが
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ࣔすようにඃࡂ労ಇ者に対するิঈであり、その
ૣ期社会෮ؼにࢿするたΊに、医療保ݥとはएׯ
その性格を異にする。ڥ༺ޏや就ܗۀ態の多༷
化に合わͤ労ࡂ保ݥ法も適ٓվਖ਼されてはいる
が、多くは݈߁保ݥに४ڌしたܗでӡ༻されてお
り、その不備もݟࢄされる。特に高齢社会の到来
により、高齢労ಇ者のݩ々有する基ૅ疾患が増ѱ
したࡍに、その労ࡂ保ݥ適༻ൣғの明֬化がࠓ
に৽たな問題もڞの՝題とされており、時代とޙ
現出するのが常である。出来得るݶり、現行੍
のӡ༻্の不備や問題点をरい্げ、੍վਖ਼に
。するよう日医との連携にΊたいࢿ
　労ࡂ保ݥにおける労ࡂ診療の৹ࠪは、労ࡂ保ݥ
診療ҕһにҾき続き対応いたͩく予定であり、労
୲ݥɾ自ഛ保ࡂ労ࢢ܊ɾ自ഛ医療ҕһ会やࡂ
当ཧٞڠࣄ会の։࠵を通͡て、労ࡂ保ݥ診療にお
けるݸผの問題についても対応していく。また、
औ扱い医療機関のݥ保ࡂと連携し、労ہ口労ಇࢁ
労ࡂ保ݥ診療に対するߋなるཧղを得られるよう
に、ࠓ年もʮ労ࡂ診療අࢉ定実ݚम会ʯを։
。する࠵

ࣗഛ医療
、し࠵ɾ自ഛ医療ҕһ会を։ࡂ会労ࢣ医ݝ口ࢁ　
ใऩूにΊ自ഛ医療の適ਖ਼化をਤる。現状
ではトラϒルのࣄ例数は減少傾向にあるが、ଛ保
会社による安қな݈保༻の要ٻや支Ԇの
ใࠂは一定数あり、ࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷڠ
ٞ会を適ٓ։࠵し、֤医療機関から提出されたト
ラϒルࣄ例についてٞڠし、ԁなղ決をਤって
いく。また、中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合૯会において֤
有をਤり、日本ڞとの自ഛ医療に関するใݝ
医ࢣ会へ必要な対応を要していく。自ಈं保ݥ
医療連བྷٞڠ会にࢀ入していないଛ保会社につい
てもそれͧれٞڠを行い対ॲしていく。

ʢ̍ʣࢢ܊労ࡂɾ自ഛ保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会ɾ労ࡂɾ
自ഛ医療ҕһ会合同会ٞの։࠵

ʢ̎ʣ労ࡂɾ自ഛ医療ҕһ会の։࠵
ʢ̏ʣࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷٞڠ会の։࠵

�ɹҬ医療
前常ཧࣄ　　ҏ౻ઐཧࣄ
্野常ཧࣄ　　 ଜ ཧ ࣄ
 中 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

Ҭ医療
ʢ̍ʣ医療提供体੍の֬保
ʓ医療ܭը
　ྩ 5年には、ಓݝによるୈ 医療࣍�
ըの医療提供体ܭまる。医療࢝がۀ࡞定ࡦըܭ
੍に関する߲ࣄには৽ײڵછ症への対応が加さ
れ、5疾病ʢがん、ଔ中、৺ے伷࠹৺݂疾
患、病、精ਆ疾患ʣۀࣄ�ʢ救ࡂ、ٸ害時に
おける医療、へきの医療、प産期医療、小児医
療、৽ײڵછ症発生ɾまんԆ時における医療ʣお
よͼ在医療についてࡌهされる。ߋに、ײછ症
法のվਖ਼により、ಓݝは৽ײڵછ症への予
を通しٞڠ定క݁のڠ、ըも定Ίることになりܭ
多くの医療機関がྗڠを要される。
　3年にٴͿ৽ܕίロφウイルスײછ症への対応
では、小さなクϦχックもڌ点病院もݍҬ͝との
医療体੍も、医療の内༰やシステムをྟ機応変に
変えるॊೈ性をٻΊられた。ࠃはࢦを通͡、σー
タやπールを༻いた医療ܭըࡦ定のݕ౼方法をࣔ
してくると思われるが、数ͩけではなく、医ࢣ
会会һの現での経験ɾݟが、ܭըにөされ
るようΊる。

ʓҬ医療構想
　Ҭ医療構想は、�0�5 年ʢྩ �年ʣの医療
提供体੍備を目ඪにਐΊられてきた。ٞڠを行
うௐ会ٞでは、ޙࠓ、֤構想۠Ҭ全体の医療ध
要を考ྀしたݕ౼がਐΈ、ࠓまで対象であった
入院医療ͩけでなく、外来医療ɾ在医療に関す
るٞڠや、ୈ࣍�医療ܭըࡦ定と併ͤ、�040年ʢྩ
 ��年ʣの医療धڅをݟਾえたٞڠも࢝まると
予ଌする。
　構想がࣔされた当ॳの病চ減のٞは、৽
からトーンμウンޙછ症ྲྀ行ײίロφウイルスܕ
し、࠶։されたௐ会ٞではʮҬの実状に合わ
ͤʯٞڠするとڧௐされる。ײછ症ྲྀ行ͩけでな
く、࣏ɾ経ࡁɾࡍࠃ問題が医療のあり方にӨڹ
する現在、৽ܕίロφウイルスײછ症ྲྀ行前にࠃ
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がࣔした構想が、本当にࢁ口ݝのক来の医療提供
体੍をࣔすのかূݕしつつ、ݍҬの՝題をௐ会
ٞで出し合い、前向きなٞڠができるようԼ支え
したい。

ʓ医֬ࢣ保ɾภ在
　医֬ࢣ保の施ࡦはいくつか実行されているもの
の、現の不ײはґવڧい。また、医療機能の
のࢣのޮ化がなされ͵まま医ۀฤɾूや࠶
ಇき方վֵがਐΊられれば、医ࢣのภ在をॿし、
特に時ؒ外救ٸ医療へのӨڹがݒ೦される。時ؒ
外ೋ࣍救ٸ医療を୲う医ࢣの就労ܧ続を支援する
よう、Ҿき続きݝにಇきかける。

ʢ̎ʣ救ٸɾࡂ害医療対ࡦ
ʓ救ٸ医療
　一࣍救ٸ医療を୲う医ࢣ数は年々減少してお
り、Ҭによってはٳ日ؒ診療体੍の一本化を
ௐࠪをگ医療現ٸ救࣍している。Ҿき続き一౼ݕ
行い、Ҭでの体੍備にࢿするใを提供した
い。
　ೋ࣍救ٸ医療については、৽ܕίロφウイルス
ٸછによる医療機関の救ײ増や৬һٸછ患者のײ
外来のॖ小などࠞཚをきたす時期があり、ޙࠓは、
医ࢣのಇき方վֵから時ؒ外労ಇ੍نのӨڹをड
けると考える。医療機能の࠶ฤやタスクシフトを
伴う医療৬のޮՌ的ஔにつき、医療ܭըࡦ定࡞
。を通͡てಇきかけるۀ

˓小児救ٸ医療
ۀࣄ医療支援ٸಇし、小児救ڠ小児科医会とݝ　
のܧ続およͼ小児救ٸ医療ి相ஊۀࣄのධՁɾ
精࿉をٻΊる。

ʓࡂ害医療体੍
　ೆւトラフϨベルのҬࡂ害やࢁ口ݝ内の
害を想定し、+."5ࡂॴہ やま͙ちの活ಈのޙԡ
しとしてϚχϡアルや通৴機ثを備してきた。
मの内ݚ害医療ࡂ、を備ثに通৴機ߋ、年ࠓ
༰ॆ実をਤり、会内の有ࣄ対応の४備もਐΊる。

ʓࢮݕʢݕ視ɾݕҊʣ体੍
म会を実施し、関係ݚ医の活ಈ支援としてܯ　
機関ʢࢁ口大学法医学教ࣨ、ࣃ、ܯ科医ࢣ会、
ফ、ւ保ʣとใڞ有ɾ連携にΊる。また、
多数ࢮ体発生時のݕ視ɾݕҊ合同܇࿅にࢀ加し、
。害時の対応४備を行うࡂ

ʢ̏ʣҬแׅケアシステムの構築
　Ҭแׅケアシステムの実現には、医療関係の
多৬छ連携ͩけでなく、ࢢொ行ɾհ護関係者を
ؚΊたڠಇによる体੍づくりが重要である。さら
に、ίロφ患者へのԟ診ɾ๚問診療の対応を経
験し、վΊて在医療実施機関の֦ॆ、հ護ɾ
な連携はૣ期にऔりΉີۓɾ行機関とのࢱ
き՝題とೝࣝされた。ࠓ年もҾき続き、ࠃɾݝ
例のऩूɾใ提供をするとࣄͼ֤Ҭのऔٴ
ともに、ࢢ܊医ࢣ会のऔりΈを支援していく。
　また、ීஈからʮ本人ʯをؚΊてʮかかりつけ
医ʯやʮՈʯで予Ίʮ"$1ʯについて相ஊして
おくจ化がීٴすることにより、救ٸの現や通
常の診療の໘において、より本人のΉ医療や
ケアを提供できることから、"$1 のීܒٴ発に
औりΉ。

ʢ̐ʣ有চ診療ॴ対ࡦ
　有চ診療ॴは病院とのʮ入院基本ྉʯのࠩの
֦大とともに経Ӧがݫしくなり、全ࠃで �045�
あった施設ʢ199� 年ʣは 5939 施設ʢ�0�� 年
10 ݄ʣへと大෯に減少している。しかしながら、
ۙでܰؾに相ஊができ、Ҭでٸ変した患者の
डけ入れに加え、ଞ病院からのస院先、在ɾհ
護施設へのडけし、Ϩスパイトやऔり、在
医療の提供などの多༷な機能を୲うことが可能な
施設である。かかりつけ医機能をे分に発شし、
Ҭแׅケアシステムの中৺を୲い、Ҭ医療を
有চ診療ॴ連ࠃ的に୲うことができるよう全ۃੵ
བྷٞڠ会と連携して、有চ診療ॴ部会を中৺にऔ
りんでいく。

Ҭࢱ
　社会ࢱに関連するٞڠ会にࢀ加し、障害者ɾ
児ಐɾ੨少年ɾࢠɾ高齢者のࢱサーϏスに



ྩ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

3�5

関༩する。特に、医療的ケア児ɾ者をؚΉ障害児ɾ
者につき、会内外の関係機関とྗڠしながら、不
する支援のॆ実をݝに提言していく。

�ɹҬอ݈
中ଜ෭会　　Տଜ常ཧࣄ
্野常ཧࣄ　　ҏ౻ઐཧࣄ
୩常ཧࣄ　　ೄా常ཧࣄ
 中 ཧ ౻　　ࣄ Ҫ ཧ ࣄ

　少ࢠ高齢化のߋなるਐ行による人口構の変化
に加え、୯ಠ世ଳやڞಇき世ଳの増加など生活ス
タイルも大きく変化するとともに、がん、॥ث
疾患、病、慢性ด࠹性ഏ疾患、݂疾患ʢ
ଔ中ʣのඇײછ性疾患の増加などҬ保݈をऔ
りרくڥは大きく変化している。
　Ҭ保݈では、妊産 ɾ්ೕ༮児保݈、学ߍ保݈、
成人ɾ高齢者保݈、産ۀ保݈の 4部について
ण命のԆ৳を߁݈、続して実施しておりܧをۀࣄ
ਤるには、生涯を通͡た݈߁づくりが必要である
たΊ、ࠓ年も 4部を一つのྲྀれとしてଊえ
てۀࣄをਐΊていく。
　ক来の生活習慣病に対する予として、成人ɾ
高齢者に対する݈߁教育などのपܒ発をਤると
ともに、学ಐ期ɾ思य़期から݈߁教育を行い、ਖ਼
しい生活習慣をཱ֬することが重要と考えられ
る。また、݈߁増ਐɾ疾病予から医療へޮの
よい連携を構築していかなければならない。
においては、ྩݝ　 4年 3݄に 3年以্の݈
の減少を目ࢮ病の年齢ثण命のԆ৳と॥߁
病対ثଔ中ɾ৺ଁ病そのଞの॥ݝ口ࢁすʮࢦ
やま߁定され、そのଞにもʮ݈ࡦըʯがܭਪਐࡦ
͙ち �1 ըʢୈܭ ʣʯやʮୈ࣍� 3期ࢁ口ݝがん
対ࡦਪਐܭըʯ、ʮࢁ口ݝたばこ対ࡦΨイドラインʯ
のࡦ定により、さま͟まなऔΈがਐΊられて
いる。ݝ医ࢣ会においても、行との連携をີに
してそれͧれのޮۀࣄՌが一高まるようにੵۃ
的に関༩し、ॅຽが݈やかな生活をӦΉことがで
きるよう疾病発生の予にΊていく。
　৽ܕίロφウイルスײછ症はײછ֦大から 4
年目をܴえ、社会経ࡁ活ಈとײછ対ࡦをཱ྆さͤ
るʮウΟズίロφʯがਐΊられているが、ײછ֦
大に伴う医療提供体੍のṧഭをճආすることが࠷

も重要であり、Ҿき続き関係機関と連携した医療
提供体੍の構築にࢿするとともに、ϫクνンछ
がԁに実施されるようྗڠしていく。

්࢈ɾೕ༮ࣇอ݈
　本ݝでは、定期予छをҬ化して実施し
ている。Ҭ予छについては、関係者との合
同会ٞで意ަݟを行い、ۀࣄをԁにਐΊてい
く。また、定期छ化されていないおた;くかͥ
ϫクνンのʮ定期छʯへのҐஔけ、අ༻のॿ
成ʢແྉ化ʣ、小児に対するインフルΤンβϫク
νン、日本小児科学会でਪされている就学前あ
るいは 11ʙ 1�歳の 3छࠞ合ʢ%15ʣϫクνン、
就学前のϙϦΦϫクνンのඅ༻ॿ成についてಇ
きかけていく。)17 ϫクνンについては、ੵۃ
的קをࠩし߇えている状態が終了したことに伴
い、同状態によりछ機会をಀした方に対して時
的にै来の定期छの対象年齢をえてのछݶ
ʢΩϟッνアッϓछʣが行われていることから
対象者へのੵۃ的なใ提供、ฒͼにछ年齢を
ա͗た方への経ࡁ的ิॿについてҾき続きࢢொ行
にૌえていく。
　また、ྩ �年 �݄から։࢝された৽ܕίロ
φウイルスのϫクνンछについては、現在行わ
れている 5ճ目の加छもؚΊてҾき続きݝ
会の医療関係ஂ体と連携しࢣ医ࢢ܊、ொࢢͼٴ
てԁなछ体੍の構築にྗڠする。
ொが行う妊産ࢢ　 ɾ්ೕ༮児݈診ۀࣄについても、
අ༻のௐなどを関係者とٞڠし、ԁに実施で
きるようྗڠしていく。特に、産前ɾ産ޙサϙー
トۀࣄの全ݝԼでの実施、৽生児ௌ֮スクϦー
χンάࠪݕのެඅิॿ、先天異常を減少さͤるた
Ίに༿ࢎを挙児رঁ性ɾ妊娠ॳ期ঁ性のر者
に対してする੍の設、多児を妊娠した
ঁ性に対してै来の妊්݈診ʢ14ճ分ʣに 5ճ
分を加する݈診අ༻のॿ成、妊්݈診අ༻のॿ
成、生ޙ �िؒ児ٴͼ 1歳児を対象としたೕ児
݈診へのॿ成をٴݝͼࢢொへ要していく。
म会の։ݚ、やい͡Ίに関してはٮどものࢠ　
。にऔりΉࢭしてྗڠ体と࣏をは͡Ί、自࠵
　ೕ児ٮや産ޙうつなどの問題もあるप産期前
るまでを多৬छ連携により支ࢸをؚΊ、成人にޙ
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援することが重要との؍点から、ྩ 3年に
設ஔしたࢠ保݈ҕһ会において、多৬छ連携ڧ
化のたΊの対ࡦをٞڠするとともに、֤ݍҬで
の精ਆ的不安のある妊産්や精ਆༀ༻中の妊産
්に対するフローνϟートʢհ先などʣの࡞成
や৺ཧ৬との連携をਤるたΊのࣄ例ݕ౼をؚΊた
。する࠵म会を։ݚ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会妊産්ɾೕ༮児保݈୲当ཧڠࣄ
ٞ会ɾ関係者合同会ٞの։࠵

ʢ̎ʣ妊産්ɾೕ༮児݈診ۀࣄにおける֤ࢢொɾ
会とのௐࢣ医ࢢ܊֤

ʢ̏ʣ予छ医ݚम会の։࠵
ʢ̐ʣҬ予छۀࣄにおけるࢢ֤、ݝொ、֤
会とのௐࢣ医ࢢ܊

ʢ̑ʣ小児保݈ɾ医療にかかわるۀࣄݝへのྗڠ
ʢ̒ʣೕ༮児ٮࢭに関する医療連携の構築
ʢ̓ʣ児ಐٮの発生予に関するݚम会の։࠵
ʢ̔ʣࢠ保݈ҕһ会の։࠵
ʢ̕ʣ৺ཧ৬との連携をਤるたΊのࣄ例ݕ౼をؚ
Ίたݚम会の։࠵

ʢ10ʣ৽ܕίロφウイルスϫクνンछへのྗڠ

อ݈ߍֶ
　少ࢠ高齢化やใ化社会のਐల、加えて৽ܕί
ロφウイルスײછ症のྲྀ行により、ࢠどもたちを
औりרく生活ɾ社会ڥはܹٸに変化しており、
学ߍ保݈における՝題がෳࡶ化している中で、さ
らに重要となった学ߍ医のׂをे分にՌたして
いく必要がある。これらを౿まえて、学ߍ医部会
を中৺に学ߍ医ݚम会の։࠵、学ߍ医活ಈه手
ாの活༻を通して、学ߍ保݈の一の向্ɾਪਐ
をਤるとともに、Ҭの学ߍ保݈୲当者とใڞ
有を行う。また、ݝ教育ிとݝ医ࢣ会、ࣃݝ科医
えるݟのإ、し࠵会で࠙ஊ会を։ࢣࡎༀݝ、会ࢣ
関係を構築する。
　学ߍ৺ଁݕ診ݕ౼ҕһ会では、学ߍ৺ଁݕ診シ
ステムのݕ౼、精ີࠪݕड診ථのٙٛর会ɾ分ੳ、
精ີࠪݕ医療機関ݚम会を։࠵し、精の向্に
Ίる。
　また、ࢢ܊医ࢣ会でのऔを支援する؍点から、
Ҿき続き学ߍ医ݚम会ٴͼ小児生活習慣病予

対ࡦへのॿ成を行う。

ʢ̍ʣ学ߍ医部会һ会ɾ૯会の։࠵
ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会学ߍ保݈୲当ཧٞڠࣄ会ɾ学ߍ
医部会合同会ٞの։࠵

ʢ̏ʣ学ߍ৺ଁݕ診ݕ౼ҕһ会ɾ精ີࠪݕ医療機
関ݚम会の։࠵

ʢ̐ʣ学ߍ医ݚम会の։࠵
ʢ̑ʣࢢ܊学ߍ医ݚम会ٴͼ小児生活習慣病予
対ࡦへのॿ成

ʢ̒ʣ全ࠃ学ߍ保݈ɾ学ߍ医大会、中ࠃ۠学ߍ
保݈ɾ学ߍ医大会、ए年者৺疾患ɾ生活習慣
病対ٞڠࡦ会へのࢀ加

ʢ̓ʣ学ߍ医活ಈه手ாの活༻
ʢ̔ʣݝ教育ிとの࠙ஊ会

ਓɾऀྸߴอ݈
ɾݟण命のԆ৳をਤるには、疾患のૣ期発߁݈　
ૣ期࣏療が重要であり、そのたΊにも、特定݈診
やがんݕ診のड診向্が重要である。しかし、
ܭ保ूࠃொࢢ、の特定݈診のड診はくݝ口ࢁ
では全ࠃฏۉを大きくԼճる状گが続いている。
有ڞ会として、関係者と連携して՝題のࢣ医ݝ
を行い、かかりつけ医による౼ݕのࡦͼ対応ٴ
ड診קを行う。同༷に、がんによるࢮを減
らすがんݕ診のޮۀࣄՌを高ΊるたΊ、がんのૣ
期発ݟ、ૣ期࣏療に݁ͼつく精ີࠪݕの精を一
高Ίるとともに、؇ケアݚम会、ң内視ݕڸ
診ݚम会の։ٳ、࠵日ٴͼฏ日ؒがんݕ診体੍
の֬保、がんొのਪਐにྗڠする。
保持増ਐは本人の自֮によるところが大き߁݈　
いたΊ、ݝຽに対するपܒ発が重要となる。例
年同༷、݈߁教育テΩストを࡞成し、その活༻を
݈、Ίるなどの֦ॆに一Ίる。またק スϙー߁
π医学ҕһ会がاըするݚम会を通͡て、݈߁ス
ϙーπ医の࣭ࢿ向্をਤり、Ҭॅຽの݈߁増ਐ
へد༩する。
Ԏਪਐҕһ会においては、ྩې　 �年に会
һを対象に実施したʮ٤ԎやېԎࢦಋに関する
アンケートௐࠪʯ、ٴͼྩ 3年にݝ内の小中
学ߍを対象に実施したʮ٤Ԏࢭ教育に関する
アンケートௐࠪʯの݁Ռをもとに、ېԎࢦಋ、٤
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Ԏࢭ教育の実ޮ性の高い対ࡦをల։する。
　疾病の۩体的なपܒ発、予のたΊ、
病対ࡦਪਐҕһ会を中৺に病対ࡦにੵۃ的に
औりΉ。病療ཆࢦಋのਖ਼しいࣝやٕज़の
習得を目的として、ࢁ口ݝ病療ཆࢦಋߨ࢜習
会を։࠵し、ʮやま͙ち病療ཆࢦಋ࢜ʯをೝ
定するとともに、有ࢿ格者に対するϨベルアッϓ
。してࣝ向্をਤる࠵習会も։ߨ
　৽ܕίロφウイルスײછ症への対応について
は、Ҿき続き関係ஂ体ɾ機関と連携をਤり、ใ
提供ɾࣄ前४備をप到に行うとともに、発生のஈ
֊や状گの変化に応͡て、ࠃɾݝɾࢢொ行とڞ
にਝɾ的֬な医療体੍の構築をਤる。
　そのଞ、ۙݝでもࣄ例が発生しているௗインフ
ルΤンβを࢝Ίとするಈ༝来ײછ症の発生ಈ
向も視し、行とີな連携をऔりながら不ଌの
。態に備えるࣄ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会成人ɾ高齢者保݈୲当ཧٞڠࣄ
会の։࠵

ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会特定݈診ɾ特定保݈ࢦಋ୲当ཧ
࠵ͼ関係者合同会ٞの։ٴ会ٞڠࣄ

ʢ̏ʣࢁ口ݝ病対ࡦਪਐҕһ会の։࠵
࠵習会の։ߨ࢜ಋࢦ病療ཆݝ口ࢁ
ʮやま͙ち病療ཆࢦಋ࢜ʯϨベルアッ
ϓߨ習会の։࠵
世界病σーイベントのاըɾӡӦ
病性ਛ症重症化予ϓロάラムのۀࣄ
ޮՌূݕ

ʢ̐ʣ݈߁スϙーπ医学ҕһ会の։࠵
࠵म会の։ݚスϙーπ医学߁݈

ʢ̑ʣ݈߁教育テΩストʢテーϚʮ内障ʯʣの࡞
成、ϗームϖーδ্でのެ։

ʢ̒ʣがん対ࡦɾがんݕ診ड診向্へのྗڠ、
がんొのਪਐ
ࣄ診体੍備支援ݕͼฏ日ؒがんٴ日ٳ
の実施ۀ
؇ケアݚम会の։࠵
ң内視ݕڸ診ݚम会の։࠵

ʢ̓ʣ৽ܕίロφウイルスʢ$07*%�19ʣٴͼ৽ܕ
インフルΤンβײછ症への対ࡦ

ʢ̔ʣײછ症発生状گへの視とಈ༝来ײછ症

のಈ向の常時Ѳ
ʢ̕ʣېԎਪਐҕһ会の։࠵

อ݈ۀ࢈
　ۙ年、労ಇ安全Ӵ生法に基づく定期݈߁診அに
おいて、ɾ৺ଁ疾患につながるϦスクのある݂
ѹや݂中࣭ࢷなどにおける有ॴݟが্ঢしてお
り、্݈߁何らかの問題や疾病を๊える労ಇ者が
増加傾向にある。高齢化が一ਐΉ中で、労ಇ者
においても、ޙࠓは疾病を๊えていても৬やٳ
৬ͤずに࣏療をडけながらࣄを続ける労ಇ者が
増加することから、ۀࣄにおける࣏療と৬ۀ生
活のཱ྆支援体੍のڧ化が重要となっている。
　産ۀ医のੵۃ的な関༩がޙࠓますます重要に
なってくることから、産ۀ医活ಈのॆ実や࣏療と
口ࢁमをݚのཱ྆支援をਪਐしていくたΊのࣄ
労ಇࢁ、ہ口産ۀ保݈૯合支援ηンター、ࢁ口ݝ
産ۀ医会と連携して実施する。また、ίロφՒの
Өڹによりडߨ機会が減っている実ߨ習をは͡
Ίとする実ݚमについても、会һがडߨしやす
いڥにΊる。

ʢ̍ʣࢁ口産ۀ保݈૯合支援ηンターとの連携
ʢ̎ʣࢁ口労ಇٴہͼ関係機関との連携
ʢ̏ʣ産ۀ医部会ཧࣄ会の։࠵
ʢ̐ʣ৽ن産ۀ医ཆ成ٴͼೝ定産ۀ医ߋ৽のたΊ
産ۀ医ݚम会の։ٴ࠵ͼॆ実

ʢ̑ʣࢢ܊医ࢣ会産ۀ保݈୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
ʢ̒ʣ日本医学会૯会ɾ産ۀ医ηッシϣンのサテ
ライト会としての։࠵

ʢ̓ʣ産ۀ医基ૅʢ前期ʣݚम会の։࠵

�ɹใɾใ
中ଜ෭会　　୩常ཧࣄ
ന ᖒ ཧ ౻　　ࣄ 原 ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

、ใは会һに対する対内ࢣとして、医ۀࣄใ　
、同を得てࢍく、会の方を会һにपしࢣ医ݝ
医ࢣ会活ಈをԁに行うたΊに重要である。一方、
対外ใは、ݝຽに医ࢣ会の活ಈをってもらう
།一の手ஈとしてۃΊて大切である。
　対内ใ活ಈとしては、会һに対して医ࢣ会ใ
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を発行し、本会の方や達߲ࣄなどのपపఈ
をਤっており、ٸۓを要する達߲ࣄは、状گに
応͡て一੪ '"9 ૹ৴をうなどして全会һに֬
実にใをಧけるよう৺ֻけている。
　対外ใ活ಈとしては、ݝຽに本会の施ࣄ、ࡦ
会ใをϗーࢣのཧղをਂΊてもらうたΊ、医ۀ
ムϖーδ্にެ։するとともにݝຽެ։ٴ࠲ߨͼ
フォトίンテスの։࠵、ใಓ機関との࠙ஊ会
を通͡て、ݝຽの݈߁の増ਐ、݈߁意ࣝのܒ発を
目ࢦしている。ݝຽの݈߁と医療をकるたΊにも、
ใಓ機関に対してのه者会ݟをҾき続き։࠵し、
ຽ向けの有ӹでタイムϦーなใをϚスϝσΟݝ
アをհし発৴してΏく。
　また、ʮh 日医܅ʱのࢁ口ݝόーδϣンʯを༻い
て࡞成したʮϙケットテΟッシϡʯٴͼʮクϦア
ファイルʯを、ݝຽに少しでも本会のことをೝ
していたͩけるようしていく。
　さらに、本会が行っているՖคඈࢄ予ଌについ
て、よりਖ਼֬な予想を提供していくたΊに、本会
に年ੵされたσータを基に自ಈで予ଌできる
システムʢ"* ϓロάラムʣの࡞成のڀݚをґཔ
しており、本年もҾき続き、औりんでいたͩく。
　医ࢣ会のใ部としては、ૣ期に֤छのใ
をऩूし、その対応を૯合的にݕ౼し、会һにਖ਼
֬なใをਝに達することが重要である。ࠓ
年は決ࡁシステムのಋ入など、ࣄॲཧのిࢠ
化を行う。また、医療機関に対して、ిࢠカルテ
を҉߸化、代ۚを要ٻするランサムウΤアなど
のサイόーܸ߈がස発しているたΊ、ޙࠓのサイ
όーܸ߈への対応を行えるようにするたΊのݚम
会を։࠵する。
　なお、会һへより多くのใをಧるたΊ、৽た
にϝールϚΨδンを࡞成し、ݚम会の։࠵Ҋ内や
֤छใを適ٓ、提供していく。

ʢ̍ʣ会ใࢽ໘のॆ実
　会ใは対内ใの࠷も重要な柱であり、多くの
会һにಡんでもらえるよう、ຖ݄։࠵している
ใҕһ会にてݕ౼し、内༰をॆ実さͤるྗを続
けている。会ٞやߨԋ会などのใࣄهࠂのほか、
本会行ࣄのҊ内ٴͼࠃやݝのおらͤもࡌܝして
いる。そのଞ、०な題やۓ٤՝題とその対応

をやかにわかりやすくࡌܝするなど、医ࢣ会活
ಈの重要性についてもཧղをਂΊてもらえるよう
৺がけている。会һฒͼにใҕһからの意ݟを
できるͩけөさͤて、ޙࠓも内༰のೱいࢽ໘づ
くりにऔりΉ。

ʢ̎ʣݝຽެ։࠲ߨ
　本会ಠ自のݝຽެ։࠲ߨを։࠵し、ݝຽに医療
や݈߁に関する学習のを設ける。ྩ 4年
に։࠵したୈ 13ճフォトίンテストは、例年同
༷、多数の応ืがあり、ʮࢁ口ݝ医ࢣ会のフォト
ίンテストʯとして完全に定ணしていると思われ、
ฒͼにフォトίンテストを࠲ߨຽެ։ݝ年もࠓ
。する࠵ըɾ։ا

ʢ̏ʣใಓ機関との連携
　ใಓ関係者との連携を保ち、医療に対するཧղ
を得られるように࠙ஊ会を։࠵し、医療現の実
態や問題点のऔࡐにより、ݝຽにアϐールしても
らえるようಇきかける。

ʢ̐ʣ医ࢣ会։࠵行ࣄのใಓ、औࡐ要
　本会։࠵の行ࣄのϚスίϛใಓにより、多くの
会活ಈにཧղをਂΊてもࢣ加をଅし、医ࢀຽにݝ
らうようҾき続きྗするとともに、機会ある͝
とにݝຽに日本の医療やࢁ口ݝの医療の現状を
えていく。

ʢ̑ʣϗームϖーδのॆ実
　医ࢣ会活ಈをえる手ஈとしてܽかͤない
ׂを୲っていることからίンテンπをよりॆ実さ
ͤ、分かりやすくڵຯある医療ใをࡌܝするよ
う常にߋ৽にΊていく。なお、ຖ݄発行してい
る医ࢣ会ใのిࢠ൛をϗームϖーδ্にࡌܝし、
Ӿཡできるようにしている。

ʢ̒ʣՖคใシステム
　Ֆคใҕһ会では、ݝԼ 19かॴのଌ定機関
でՖคัूใを得ており、ਖ਼֬なՖคใをϚ
スίϛに提供し、ݝຽにਝにपされるシステ
ムを構築している。また、ଌ定機関を対象とした
しており、Ֆคଌ定の精を্࠵習会をຖ年։ߨ
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げるྗも続けている。

ʢ̓ʣ03$" ϓロδΣクトのਪਐ
　日本医ࢣ会の 03$" ϓロδΣクトの中֩であ
る日医ඪ४Ϩηϓトιフトʢ以Լ、ʮ日Ϩηʯʣは、
全ࠃで 1�000 医療機関ʢ施設ʣがಋ入ɾӡ༻
しており、Ҿき続き、医療機関のۀԁ化の手
ॿけとなるよう日Ϩηಋ入の相ஊۀを行うとと
もに֤छ 03$" 連携ిࢠカルテについてもհ
していく。
　なお、։࠵を予定していたものの৽ܕίロφウ
イルスײછ症のײછ֦大ࢭの؍点から։࠵でき
なかったࢁ口ݝ医ࢣ会 *5 フΣアについて、։࠵
する予定である。

ʢ̔ʣ*5 ωットϫークのڧ化
　ϝールϚΨδンやϝーϦンάϦスト、ϗーム
ϖーδなどをॆ実さͤ、ࢢ܊医ࢣ会ฒͼにݝ医ࢣ
会ࣄہの *5 化をਪしਐΊる。また、ηΩϡϦ
テΟについてもϗームϖーδをؚΊݎ࿚なものと
するようしていく。

ʢ̕ʣ医療機関のサイόーηΩϡϦテΟ対ࡦ
　医療機関に対して、ిࢠカルテを҉߸化、代
ۚを要ٻするランサムウΤアなどのサイόーܸ߈
がස発しているたΊ、サイόーܸ߈への対応を行
えるようにするたΊのݚम会を։࠵する。

�ɹ医ࣄ๏੍
中ଜ෭会　　ೄా常ཧࣄ
Ԭ 　 ཧ ౻　　ࣄ Ҫ ཧ ࣄ

　ૌুをؚΊて医療ฆ૪というものは、その高い
ઐ性のղ明から多ֹのඅ༻と時ؒをඅやすͩけ
でなく、患者側ʢҨʣも医療側も精ਆ的なෛ୲
は大きい。医療提供者としては、トラϒルを減ら
すྗをしているところͩが、患者側としては、
医療行ҝはྑい݁Ռをもたらすものであるという
意ࣝが高く、そのೝࣝのҧいがՐछとなっている
Ҋも多い。医療行ҝは患者との৴པ関係の্にࣄ
成りཱつものであり、医療機関が患者に対してࡉ
৺の意をい、े分な説明を行い、医療ਫ४に
応͡た合ཧ的அに基づく医療を提供できる体੍

をえることが、医療ฆ૪をະવにࢭする࠷ળ
の方ࡦと考える。
　ສが一医療ނࣄがىこったࡍには、ฆ૪֦大の
ٴࢭͼૣ期ղ決をਤるたΊに、医ࣄҊ݅ௐࠪઐ
ҕһ会、ސ問ห護ࢢ܊、࢜医ࢣ会、そして会һ
が一体となり対応する。同時に、医療安全ݚमや
生涯教育を通͡て医学の現状ѲɾݚमにΊる
たΊにも、会内関係ۀࣄとも連携して、࣭のྑい
医療を提供するஂ体として精ਐする。
　日本医ࢣ会医ࢣഛঈ保੍ݥはত 4�年
に発、50 年目をܴえた。੍設からྩ 4
年 9݄ 30 日までに日医にୗされたࣄҊは合ܭ
14�4�� ݅に্る。年ผにฆ૪ॲཧୗडཧ݅
数をΈると、ฏ成 1� 年͝ろにϐークをܴえ、
そのޙは減少傾向にある。日医と連携してૣ期ղ
決に向けて対応していく。
　医療ނࣄௐ੍ࠪに伴うݝ内のௐࠪ支援体੍
ʢղٴͼ "Jʣについては、֤施設との連携をܧ
続して体੍備にΊる。また、ݝ内の支援ஂ体
ʢ13 ஂ体ʣの中֩として、ʮࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪ
支援ஂ体連བྷٞڠ会ʯを主࠵し、֤ஂ体との連携
Ҋに対してやかに対応ࣄ化をਤり、発生するڧ
するとڞに当֘医療機関の院内ௐࠪの支援にあ
たる。また、ࠃの医療ނࣄௐ ɾࠪ支援ηンターʢ日
本医療安全ௐࠪ機構ʣとີۓな連携をਤり、ࣄҊ
のௐࠪについては、会һをؚΊた医療機関関係者
。ຽの期に応えられるよう対応するࠃͼٴ

医療ฆ૪ؔ
1　医療ނࣄࢭ対ࡦ
ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会における医療ނࣄۀࣄࢭに対
するྗڠ

ʢ̎ʣ৽ن։ۀ医、৽医ྟࢣচݚम医に対するݚम
ʢ̏ʣ৽نɿ医ࢣ会һٴͼ医療ैࣄ者を対象とし
た医療ฆ૪ݚࢭम会の։࠵

ʢ̐ʣࢠʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʢୈ5൛ʣʯ
の࡞成と活༻

�　ฆ૪ॲཧ対ࡦ
ʢ̍ʣ医ࢣ会һの医ࢣഛঈ保ݥʢ日医医ഛ
保ݥと特保ݥ、໔部分ิঈ保ݥと施設ഛ
ঈ保ݥʣのܖଅਐʙフルカόーิঈ体੍を
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目ࢦしてʙ
ʢ̎ʣ医ࣄҊ݅ௐࠪઐҕһ会とࢢ܊医ࢣ会との
連携

ʢ̏ʣ日本医ࢣ会とのີۓな連携

3　医療安全
ʢ̍ʣ医療ނࣄௐ੍ࠪの対応
ௐ੍ࠪʢ医療ނࣄを目的とする医療ࢭ発࠶　
法ୈ �ʣに伴うʮ医療ނࣄௐࠪ支援ஂ体ʯʢް
生労ಇ大ਉࣔࠂʣとして、併ͤてࣔࠂされたଞ
のஂ体とも連携をڧ化し、会һをؚΊた医療関係
者ٴͼࠃຽの期に応えられるよう行にあ
たっていく。
　また、ࢮࣄҊにݶ定された医療ނࣄௐ੍ࠪ
とはผに、会һからの要に対応するたΊ、ඇࢮ
ࣄҊに対しての医療ނࣄௐࠪも実施できるよう
体੍をえる。
　۩体的には以Լのٞڠ会の։ٴ࠵ͼ対応を行
う。
ᶃಓݝ医ࢣ会医療ނࣄௐࠪ୲当ཧٞڠࣄ会
ᶄࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪ支援ஂ体ࣄ連བྷڠ
ٞ会

ᶅࢁ口ݝ医療ނࣄௐࠪҕһ合同ଧ合ͤ会
ᶆࢢ܊医ࢣ会医療ނࣄௐࠪ୲当ཧٞڠࣄ会
ᶇࢁ口ݝ "J 会ڀݚ
ᶈ医療ނࣄௐࠪの支援

ʢ̎ʣ日医医療安全ਪਐ者ཆ成࠲ߨडߨਪਐ
　本会୲当ཧࣄのडߨとともに、ࢢ܊医ࢣ会の୲
当һ、֤医療機関の医ࢣɾैۀһのडߨをק
する。

4　診療ใの提供
　患者からのछ々な内༰の相ஊɾۤが増加して
いることから、ݝ医ࢣ会の相ஊ૭口の୲当者のよ
り一のϨベルアッϓをਤり、ࢢ܊医ࢣ会ٴͼݝ
が設ཱしたۤ相ஊ૭口との相ޓ連携をਤる。
　また、医療機関で言ɾྗを;るう常習患者、
医療අのະい常習患者のใऩूを行い、ࣄ
例ڀݚのうえ、ޙࠓの医療現での対応方法をڠ
ٞしていく。

ࡦ人ใ保護対ݸ　5
　ް生労ಇলがまとΊたʮ医療ɾհ護関係ۀࣄ者
におけるݸ人ใの適切なऔ扱いのたΊのΨイド
ラインʯٴͼ日本医ࢣ会が࡞成した、ࢠʮ医療
機関におけるݸ人ใの保護ʯを会һにपప
ఈし、医療機関におけるݸ人ใの保護が適ਖ਼に
行われるようにする。

�　ༀࣄ対ࡦ
ʢ̍ʣຑༀ対ࡦ
　ຑༀの適ਖ਼༻、保ɾཧ、هா、ॾಧ、ಟ
ܶの保ɾཧのपをਤる。特に医ༀの患
者༩にかかわる医ࢣɾ医療ैࣄ者へのܒ発、प
をਤる。
ʢ̎ʣ医ༀྟচ࣏験
　医ༀの࣏験はྟচࢼ験実施基४に基づいて行
われる。対象疾患によっては、診療ॴの࣏験ࢀ加
も༰қとなっており、問題が生͡れば会内でݕ౼ɾ
対応することとする。

�ɹۈ医ɾঁੑ医ࢣ
中ଜ෭会　　୩常ཧࣄ
前常ཧࣄ　　ന ᖒ ཧ ࣄ
Ԭ 　 ཧ ᅳ　　ࣄ ۙ ཧ ࣄ

医ۈ
　医ࢣのಇき方վֵのٞが本格化し、医ࢣの労
ಇ時ؒॖや݈֬߁保は重要な՝題であり、ݸ人
のڧい命ײや、医療現のݙ的なྗではも
はやղ決できなくなっている。また、৽医ྟࢣচ
が不ࢣम੍や৽ઐ医੍により、ए手医ݚ
することでա重労ಇや診療科ٴͼҬのภ在がݦ
在化し、Ҭ医療は่յしかけている。
の医療ध要の増大ɾ多༷化に対応するたΊޙࠓ　
には、ஂմの世代がޙ期高齢者となる �0�5 年を
ਾえ、Ҭの主体性に基づき、Ҭの特性に応ݟ
͡たҬแׅケアシステムの構築がٻΊられて
いる。本ݝにおいても医ࢣ不による医療่յを
৯いࢭΊ、Ҭ医療を֬保し、ݝຽが安৺できる
医療体੍を構築することは、ۓ٤の՝題である。
とりわけۈ医はҬ医療連携、救ٸ医療、ଔޙ
ྟচݚमなどで重要なׂをՌたしており、その
活ಈは医ࢣ会においてҬ医療࠶生として大いに
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期される。このたΊ、ۈ医対ࡦとしてۈ医
の就労ڥվળへのऔりΈやۈ医の医ࢣ会活
ಈへのࢀըଅਐをਤってきた。
　ྩ 5年においてもҾき続きこれらのۀࣄ
を実施する。
　Ҭの実や՝題をѲしているࢢ܊医ࢣ会の
化するたΊに࠙ஊ会を։ڧとの連携をࣄ医ཧۈ
。医部会設ཱを支援するۈ会でのࢣ医ࢢ܊、し࠵
　病院ۈ医࠙ஊ会を։࠵しχーズのѲと対応
にΊるとともに、関係機関との連携をີۓにし、
医ࢣ会活ಈへの一のཧղとۈ医の医ࢣ会加入
のଅਐをਤっていく。
　医ࣄࢣิۀ࡞ॿ者については、医ࢣのա重労
ಇのܰ減にࢿすることから、ಋ入、定ணをଅਐす
るたΊのݚम会を։࠵することで、Ҿ続きීܒٴ
発にΊるとともに࣭ࢿ向্の支援を行う。
　医学生自らがڵຯある診療科の実態をૣい時期
に体験することにより、ݝ内で医ࢣとしてಇくこ
との意ٛやັྗをってもらう医学生へのܒ発ࣄ
。を実施するۀ
　ฏ成 30年からスタートした৽たなઐ医੍
については、ޙࠓ、Ҭの医ࢣ不やҬภ在
が生͡ないよう行や大学と連携し、ઐ߈医が
Ҭ医療にैࣄしながら、ઐ医ࢿ格がऔ得でき
るようにଅਐしていく。
　ฏ成 1� 年に৽医ྟࢣচݚम੍が։࢝され
༷々な問題が生͡ている中、本ݝにおけるྩ 4
年のྟচݚमϚッνンά݁Ռはࡢ年ൺ 1໊減
の 9�໊であり、ґવとしてݝ全体での定һは
3� ໊と多く、ݝ内外から一人でも多くのྟচݚ
म医をडけ入れ、また、ྟচݚमम了ޙもݝ内
の医療機関でಇきたくなるڥをえる必要があ
る。
　ฏ成 ��年 4݄より、ࢁ口大学、ݝ内の基ܕװ
ྟচݚम病院、ࢁ口ٴݝͼࢁ口ݝ医ࢣ会で৫さ
れたࢁ口ݝ医ྟࢣচݚमਪਐηンターにおいて、
ྟচݚमのԁなਪਐٴͼݚम医のݝ内定ணに関
するۀࣄを行っており、ࠓ年もҾき続きྟচݚ
म病院合同説明会へのࢀ加、ྟচݚम医ަྲྀ会の
։ࢦ、࠵ಋ医ɾޙ期ݚम医ࠃ内外ݚमॿ成ۀࣄ
を実施する。
　また、ए手医ࢣのݝ内定ணのଅਐをਤるたΊに

は、ݝ内定ணが ���1�ʢฏ成 30年 4݄ʣにཹ
まっている自࣏医科大学のٛ年ݶ明け医ࢣに対
して、ݝ内定ணをੵۃ的にಇきֻける必要がある。
このたΊ、ྩ  5年から৽たに、ࢁ、ݝ口大学ɾ
関連病院と連携し、自࣏医科大学ଔۀ医ࢣとの
࠙会の։࠵や、やま͙ちҬ医療ηϛφーのࢀ
ըɾ支援、へきにۈする自࣏医科大学医ࢣの
代診を支援するΈづくりなどを行う。
　こうした؍点からྩ 5年は、࣍のۀࣄを
実施する。

ࡦ医対ۈ
ʢ̍ʣۈ医部会૯会ʢシンϙδウムʣ、ཧࣄ会、
࠵ըҕһ会の։ا

ʢ̎ʣࢢ܊医ࢣ会ۈ医ཧࣄとの࠙ஊ会の։࠵
ʢ̏ʣࢢ܊医ࢣ会ۈ医部会の設ஔଅਐ
ʢ̐ʣۈ医への医ࢣ会活ಈのपٴͼ加入ଅਐ
ʢ̑ʣ病院ۈ医࠙ஊ会の։࠵ʢݝ内 �かॴʣ
ʢ̒ʣࢢຽެ։࠲ߨの։࠵ʢݝ内 3かॴʣ
ʢ̓ʣ医ࣄࢣิۀ࡞ॿ者に関するߨԋ会の։࠵
ʢಋ入ଅਐʣ

ʢ̔ʣ医学生へのܒ発ۀࣄʢ医学生のたΊの期
の実施ʣۀࣄमݚ学ݟ

ʢ̕ʣ全ࠃ医ࢣ会ۈ医部会連བྷٞڠ会へのࢀ加
ʢ10ʣಓݝ医ࢣ会ۈ医୲当ཧࣄ連བྷٞڠ会
へのࢀ加

ʢ11ʣ中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合ۈ医ҕһ会へのࢀ加
ʢ1�ʣۈ医χϡースの発行ʢ年 �ճʣ

ྟচݚम対ࡦ
ʢ̍ʣࢁ口ݝ医ྟࢣচݚमਪਐηンターӡӦ会ٞ
の։࠵

ʢ̎ʣྟচݚम病院合同説明会ʢ医学生ɾݚम医ʣ
へのࢀ加

ʢ̏ʣྟচݚम医ަྲྀ会の։࠵
ʢ̐ʣࢦಋ医ɾޙ期ݚम医ࠃ内外ݚमॿ成ۀࣄ
の実施

ʢ̑ʣࠃ内外からのࢦಋ医টへいۀࣄの実施
ʢ̒ʣ病院現ݟ学会ॿ成ۀࣄの実施
ʢ̓ʣྟচݚम医ܴ会の։࠵
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自࣏医科大学ଔۀ医ࢣ対ࡦ
ʢ̍ʣ自࣏医科大学ଔۀ医ࢣとの࠙会の։࠵ʢݝ、
ʣ࠵ڞ口大学ɾ関連病院とࢁ

ʢ̎ʣやま͙ちҬ医療ηϛφーのࢀըɾ支援
ʢ̏ʣへきにۈする自࣏医科大学医ࢣの代診
を支援するΈづくり

ঁੑ医ࢣ
　ฏ成 1�年以߱、医ࠃࢣՈࢼ験合格者にΊる
ঁ性は 3ׂをえٸにएいঁ性医ࢣは増加し
ているが、ঁ性医ࢣの就ۀは妊娠ɾ出産ɾ育児
により৬をれるこどがӨڹしていわΏる.ࣈ
カーϒをܗ成している。
ঁ、まれる中ࠐݟの増加がࢣさらにঁ性医ޙࠓ　
性医ࢣがその能ྗを発شし、ܧ続的に社会にݙߩ
しかつ活༂するたΊには、ະͩ不े分である育児
支援をは͡Ίとしたʠಇき方の多༷性ʡにྀし
たサϙートをॆ実さͤるとともに、ঁ性医ࢣをは
͡Ί࣍代を୲うए手医ࢣのੵۃ的な医ࢣ会活ಈへ
のࢀ加をଅਐすることが重要である。
　ྩ 4年のࢁ口大学に在੶するঁࢠ医学生
は 34�4� をΊており、医学生ૣ期からの意ࣝ
ৢ成は高いޮՌが期できることから、Ҿき続き
医学教育との連携にΊるとともに、ঁࢠ学生に
やަྲྀ会の機会をଊえてٛߨ学生にもࢠらずஉݶ
ࢣम医の医ݚ、的に活ಈをえていく。またۃੵ
会への加入状گはஉঁ問わず 54�9� にとどまっ
ている。
　ྩ 5年は৽たにࢁ口ݝの医療を୲うएい
人ࡐをݝ内に֬保し、医ࢣ会への加入をଅਐする
たΊ、৽たに医学生、ݚम医を主な対象として
ՈఉとΩϟϦアのཱ྆支援などをテーϚとしたا
ըイベントを։࠵する。
　また、ࢢ܊医ࢣ会におけるஉঁڞ同ࢀըに向け
たۀࣄの実施をੵۃ的に支援するたΊのඅ༻ॿ成
をࠓ年もܧ続する。
　உঁڞ同ࢀը部会では �つの8(ʢ育児 	 育ࢠ
て 
 支援、ۈ医ڥ問題、ঁ 医学生ΩϟϦアɾࢠ
σβイン支援、Ҭ連携、ใ、հ護支援ʣでの
活ಈをܧ続して実施する。

ʢ̍ʣՈఉとΩϠϦアのཱ྆支援のたΊのاըイ

ベントの։࠵
ʢ̎ʣஉঁڞ同ࢀըਪਐۀࣄॿ成ۚ
ʢ̏ʣ医学生と医ࢣとのަྲྀ会、医学生へのٛߨ
ʢ̐ʣݝ内医療機関のঁ性ۈ医ωットϫークの
構築

ʢ̑ʣஉঁڞ同ࢀըɾঁ性医ࢣ部会Ҭ連携会ٞ
の։࠵

ʢ̒ʣ)1を通͡たใ発৴
ʢ̓ʣհ護に関する੍変ߋ時のใ提供

�ɹ医ۀ
ԭ中෭会　常ཧࣄ
ೄా常ཧࣄ　 ଜ ཧ ࣄ

　৽ܕίロφウイルスײછ症は、そのײછྗのڧ
さなどから医療機関のӡӦにӨڹを༩えてきた。
当ۀࣄはίロφのӨڹの有ແにかかわらず、ݝຽ
にྑ࣭な医療を提供することを目的として、ࠃや
行機関、そのଞ関係機関と連携をとりつつ、以
ԼのऔりΈを行う。

医ܦۀӦରࡦ
　ྩ 4年 1� ݄にʮྩ 5年੫੍վਖ਼大ߝʯ
がֳٞ決定され、ʮۀࣄ੫ඇ՝੫ાஔɾܰ減ાஔʯ
と四ஈ֊੍ʢ社会保ݥ診療ใुのॴ得ࢉܭの特例
ાஔʣはଘ続されることとなった。さらに、ʮೝ
定医療法人に係る੫੍ાஔʯがԆɾ֦ ॆされ、ʮ医
療༻機ثの特ผঈ٫੍ʯとʮҬ医療構想実
現に向けた੫੍ાஔʢొ໔ڐ੫ʣʯがԆされ
ることになった。Ҿき続き、֤方໘のใऩूに
Ί、会һの医ۀ経Ӧにかかわるใを提供して
いく。
　ྩ 3年からऔりんでいる医ۀঝۀࣄܧ
ʢࢁ口ݝのҕୗۀࣄʣは、ݝຽへの医療体੍を途
切れさͤないことを目的としておこなっている。
医療機関をৡする側、ৡりडける側の྆者に
とってར༻しやすくཔれるシステムの構築とӡӦ
を行う。また、このシステムは医療をऔりר
くڥのྲྀれにॊೈに対応できるようにݕ౼を重
Ͷる。

ʢ̍ʣ੫੍対ࡦ
ʢ̎ʣۀࣄঝܧ問題について、ࢢ܊医ࢣ会と連携
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会からのใऩूࢣ医ݝͼଞٴ
ʢ̏ʣۀࣄঝܧに関するٞڠ会の։࠵ʢࢢ܊医ࢣ会、
関係機関ʣ

ʢ̐ʣۀࣄঝܧに関する説明ɾ相ஊ会の։ٴ࠵ͼ
相ஊ૭口

ʢ̑ʣײછ症のӨڹԼにおける医療機関の経Ӧ
໘のใ提供

医療ै֬ऀࣄอରࡦ
、ありߍ�会ཱ護৬һཆ成ॴがࢣԼには、医ݝ　
のྗにより、ক来を୲うߍ֤、の中گしい状ݫ
護৬һをഐ出している。֤ߍが๊える問題点は
応ื者数の減少、ٳ学ɾୀ学者の増加、ิ ॿۚ֬保、
ઐ教һ֬保、ࢣߨɾ実習施設֬保であり、実
内の護৬һは決しݝ、の医療現においてはࡍ
てॆしているとは言えない。もし、護৬һの
ཆ成が不े分になった合は、ݝ内の護৬һ不
にますますഥंをかけることとなることから、
本会としては、Ҿき続き安定したӡӦのたΊの֤
छ支援を行っていく。また、ݝຽの݈߁と医療を
कるたΊにも、医ࢣ会ཱ護৬һཆ成ॴはܽかす
ことができないものであるたΊ、より一のཧղɾ
支援を得るベく、ݝ行や関係機関に、Ҿき続き
ಇきかけを行う。さらに、学ߍӡӦのࢢ܊医ࢣ会
ͩけでなく、ݝԼすてのࢢ܊医ࢣ会とも՝題を
。有していくڞ

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会護学ߍʢ院ʣ୲当ཧࣄɾ教
主合同ٞڠ会の։࠵

ʢ̎ʣ医ࢣ会ཱ護৬һཆ成施設へのॿ成
ʢ̏ʣ医ࢣ会ཱ護学ߍʢ院ʣに関する基本ௐࠪ
の実施

ʢ̐ʣ医ࢣ会ཱ護৬һཆ成ॴ問題への対ࡦ
ʢ̑ʣ中四۠医ࢣ会護学ٞڠߍ会への出੮
ʢ̒ʣಓݝ医ࢣ会護問題୲当ཧࣄ連བྷٞڠ
会への出੮

ʢ̓ʣࢁ口ݝ実習ࢦಋ者ཆ成ߨ習会डߨ者へのॿ成
ʢ̔ʣ日本।護ࢣ連བྷٞڠ会へࢍॿ会һとして
の加入

ʢ̕ʣ।護ࢣを対象としたスΩルアッϓݚम会
の։࠵時のॿ成

ʢ10ʣ中四۠医ࢣ会護学ٞڠߍ会への学ߍ

ʢ院ʣ年会අのॿ成
ʢ11ʣ護教һཆ成ߨ習会の通৴डߨ者の支援
ʢ1�ʣ医ࢣ会ཱ護学ߍʢ院ʣ入学ืूใ活ಈ
ʢΦーϓンΩϟンパス։࠵時のॿ成をؚΉʣ
の支援

࿑ରࡦ
　医療に携わる人たちの労ཧは医ۀ経Ӧの基
本である。உঁޏ༻機会ۉ法、育児ɾհ護ۀٳ
法、労ಇ安全Ӵ生法など関係法ྩにより、医療機
関においても労ཧの重要性がೝࣝされなけれ
ばならない。関係機関と連携ɾٞڠしながら対応
していく。
վળ支援ηンڥۈ医療ݝ口ࢁが設ஔしたݝ　
ターは、֤医療機関における経Ӧཧ໘と労
ཧ໘において一体的な支援を行っている。必要に
応͡、当ηンターとใ提供、連携して֤医療
機関の৬ڥ備にΊていく。
　ಇき方վֵについては、ฏ成 �9年 3݄に実行
に関しࢣする医ࣄにैۀըがֳٞ決定され、医ܭ
ては、時ؒ外労ಇの্੍نݶの適༻がྩ �年 4
݄ 1 日まで༛予されている。それらを౿まえて
医療ैࣄ者について、ޙࠓもࠃや日本医ࢣ会から
のใに視していきたい。また、日本医ࢣ会に
おいてʮ医療機関ۈڥධՁηンターʯが設ஔ
されたことから、本会としてもྗڠしていく。
　労に関しては、労ಇہの関係当ہからの
ใをडけ、会һにपపఈをはかる。

ʢ̍ʣࢢ܊医ࢣ会労୲当ཧٞڠࣄ会の։࠵
ʢ̎ʣ育児ɾհ護ۀٳ法に基づく੍のීٴ
ʢ̏ʣ労ಇ安全Ӵ生法に基づく医療ैࣄ者の労
ಇ安全Ӵ生の֬保

ʢ̐ʣա重労ಇに対するݕ౼ɾ対ࡦ
ʢ̑ʣ労に関する関係ஂ体とのݕ౼会の։࠵
ʢ̒ʣ医療ैࣄ者のۈڥվળに関するऔり
Έ

医療ഇغରࡦ
　ഉ出ۀࣄ者としての৴པをࣦわないように、֤
医療機関に対して医療ഇغの適ਖ਼ॲཧٴͼϚχ
フΣストཧのపఈをはかり、֤医療機関が適ਖ਼
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にཧできるように、ݝ行や関係機関と連携し
ながら有༻なใ提供ٴͼॿ言を行っていく。

ʢ̍ʣిࢠϚχフΣストのීٴଅਐ
ʢ̎ʣ医療ഇغॲཧに関する相ஊۀのଅਐ
ʢ̏ʣ医療ഇغ適ਖ਼ॲཧのたΊのߨ習

ᶘɹͦͷଞۀࣄ
1ɹऩӹ
　実施ۀࣄをࡒ的に支えるたΊに、࣍のۀࣄを
実施する。

ʢ̍ʣ保ݥྉऩೲ代行ۀ
　主に会һを対象として生命保ٴݥͼଛ害保ݥの
保ݥྉのूۚۀを保ݥ会社に代わって行うこ
とにより、生命保ݥ会社からूۚ代行手数ྉを
得る。

ʢ̎ʣ労ಇ保ࣄݥ合ۀ
　小نのۀࣄ主である会һからҕୗをडけて、
労ಇ保ݥྉのਃࠂ、ೲ֤छಧけ出のۀをࢁ
口労ಇہのೝ可をडけて行う。

ᶙɹ๏ਓۀࣄ
1ɹ৫

ҏ౻ઐཧࣄ　౻ 原 ཧ ࣄ
౻ Ҫ ཧ 　　　　　　　ࣄ

会は医療のઐՈूஂとして、ʮ医ࢣ医ݝ口ࢁ　
ಓの高༲、医学ٴͼ医ज़の発達ฒͼにެऺӴ生の
向্をਤり、社会ࢱを増ਐすることʯを目的と
して、医療ࡦに基づき、ݝຽの݈߁保持増ਐを
ਤることを目的に、֤ छٞڠ会、ܒ発活ಈ、救ٸɾ
ࢣ医ݝ。害医療に関するऔりΈを行っているࡂ
会はݝຽの݈߁をकるたΊ医療提供体੍をҡ持ɾ
発లさͤる重要なׂを持つ৫であり、またݝ
内の医ࢣをは͡Ίとする医療ैࣄ者を支える৫
でもある。ࠓ年のܭۀࣄըも、قઅ性インフル
Τンβと同͡ʮ5ྨʯへ移行ޙの $07*%19 છײ
症への対応、ಇき方վֵ、Ҭ医療構想、ࡂ害ɾ
救ٸ医療体੍の備、医療 %9、人ࡐ育成々、
重大なసࠓの՝題ばかりである。医療界はۓ٤
期にあり、Ҭ医療におけるʮ機能分化ʯとʮ連

携ʯが本格的に࢝まろうとしている。ίロφޙの
社会の変༰も視野に入れながら、数年ޙをݟਾえ
たҬの医療体੍の構築が必ਢである。先のݟえ
ない時代ではあっても、զ々は医療のઐՈूஂ
として、ݝຽのٻΊる安全ɾ安৺な医療提供体੍
の構築ɾॆ実に向けてྗし、ੵۃ的に医ࢣ会活
ಈにࢀըɾݙߩできる৫であり続けるよう、あ
らΏる困難な社会にもଈ応できる向্৺とॊ
ೈ性を持った৫りを目ࢦしていく。

ʢ̍ʣදজ
　දজنఔに基づいて実施する。

ʢ̎ʣ৽入会һのݚम
　৽ن入会ୈ 1߸会һに対し、ݝ医ࢣ会のۀࣄ
֓要、保ݥ診療をは͡Ίʮ医のྙཧྖߝʯの९क、
医療ނࣄࢭ対ࡦに関するݚमを実施し、Ҭ
医療における医ࢣ会活ಈへのཧղをਂΊるととも
に、医ࢣ会活ಈへのࢀ加やྗڠґཔを行う。

ʢ̏ʣௐࠪڀݚ
ᶃ定、ॾنఔ、会අのॾ施ࡦについて定
。問するࢾҕһ会に౼ݕ

ᶄٸۓ՝題にはϓロδΣクトνームを設ஔ
し、対応ࡦのݕ౼を行う。

ʢ̐ʣ৽ެӹ法人੍対ࡦ
　৽ެӹ法人੍に基づき、ԁな法人ӡӦにऔ
りΉ。

ʢ̑ʣ体保護法ࢦ定医ࢣ関係
な連携のもと、体ີۓ産්人科医会とݝ口ࢁ　
保護法のཧ೦に則り、適切にࢦ定ɾߋ৽ٴͼݚम
を実施する。

ʢ̒ʣࢢ܊医ࢣ会との連携
ࣄり、実施࡞の機会をަݟ会との意ࢣ医ࢢ܊　
化にΊる。会һからڧ、一の連携࠵ڞのۀ
の意ݟɾ要、提言をѲし、ॾ施ࡦにөさͤる。

ʢ̓ʣドクターόンクのӡӦʢ医ࢣのٻ人ɾٻ
৬対ࡦʣ
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　医֬ࢣ保のたΊに設ஔしているドクターόンク
をӡӦする。

ʢ̔ʣ医ࢣ会への入会ଅਐ
　医ࢣ会入会のϝϦットをえ、ઐ߈医ɾݚम医
、医をは͡Ίとする会һ増にΊる。またۈͼٴ
医ࢣ会のׂや活ಈについてཧղをਂΊていたͩ
くたΊ、ྟচ実習前のࢁ口大学医学部 4年生を
対象にしたٛߨをҾき続き行うなど、एい医ࢣ
への入会ଅਐをੵۃ的にਤり、Ҭ医療へのݙߩɾ
医ࢣ会活ಈへのࢀըをਪਐする。

ʢ̕ʣ医療関係ॾஂ体との連携ڧ化
　Ҭ医療をԁにӡӦしていくたΊに、ॾஂ体
との༑的な関係は大変重要である。三ࢣ会ɾ
護ڠ会ɾ病院ஂ体との࠙ஊ会においてใަ
をਂΊ、さらなるஂ݁をਤる。

ʢ10ʣ医ࢣ会ڞ同ར༻施設対ࡦ
　医ࢣ会病院、ྟচࠪݕηンター、医ࢣ会հ護保
同ར༻施設は、Ҭの݈ڞ会ࢣ関連施設など医ݥ
点として重要なڌをแׅした૯合ࢱɾ医療ɾ߁
ׂをՌたしている。しかし、施設のٺ化やຽ
ؒとのڝ合など、経Ӧ໘での大きな՝題を๊えて
いるところもある。
　ྟচࠪݕηンターでは、精ཧの重要性が問
われており、Ҿき続き精ཧのཱ֬にもΊる。
๚問護ステーシϣンや在հ護支援ηンターな
どのհ護保ݥ関連施設では、医療とհ護の連携ਪ
ਐをਤり、経Ӧ໘での問題点についてॿ言や要
を行う。
　このような状گの中、全ࠃのڞ同ར༻施設の
ใをऩूし、提供するとともに、֤施設のใަ
。を行う౼ݕのࡦのを設けるなどվળ
ᶃୈ 30ճ全ࠃ医ࢣ会ڞ同ར༻施設૯会へのࢀ
加ʢ9݄ 9ʙ 10日�Ԭࢁʣ

ᶄ日本医ࢣ会ྟচࠪݕ精ཧௐࠪใࠂ会へ
のࢀ加

ᶅࢢ܊医ࢣ会ڞ同ར༻施設୲当ཧٞڠࣄ会ʢ意
࠵会ʣの։ަݟ

ᶆ日本医ࢣ会ڞ同ར༻施設ݕ౼ҕһ会へのࢀ加

ʢ11ʣ医対ࡦ
　૯ল౷ہܭが �0�� 年 9 ݄にެදしたզが
のࠃ �5歳以্の高齢者人口は 3��� ສ人となっ
ており、૯人口にΊるׂ合ʢ高齢化ʣは、
�9�1� となり、�ҐのイタϦアʢ�4�1�ʣを 5ϙ
イント্ճっており、現在日本は世界に先ۦけて
୭も経験したことがない少ࢠ高齢社会をܴえて
いる。高齢者の増加によるࠃຽ医療අの்や医
となり、Ҭ医ࠁのҬภ在と診療科ภ在がਂࢣ
療構想、医ࢣ法ٴͼ医療法のվਖ਼、৽ઐ医੍、
医ࢣのಇき方վֵなどの医療੍վֵがਐΊられ
ているが、実ࡍに現でಇく人々の思いがࡦや
行にөされなければ発లはない。ࠃຽが安৺
して医療をडけられるڥの備するたΊには、
続的なಇきかけは必ਢであܧに対してのࡦの施ࠃ
る。医療現のを基に、医ࢣ会が目ࢦす医療੍
の࢟、医療提供体੍のվֵについてくࠃຽの
ཧղを得るベくใ発৴ɾܒ発活ಈを行い、医ܥ
ٞһ、ݩબ出ٞһを通͡てࠃ、ݝへ医療
。の提言を行っていくࡦ

ʢ1�ʣ社会ݙߩ活ಈのਪਐ
、会活ಈに対するཧղをਂΊるたΊࢣຽの医ݝ　
社会ݙߩ活ಈをਪਐする。

�ɹཧ
　医ࢣ会ӡӦٴͼ会ؗཧに関することを行う。


